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す
る
予
定
で
す
Ố

張 晶さん（中国・

ジャン ジン

天津市）
てん しん

市は、国際交流や国際協力の一環として、
総務省などが行う自治体職員協力交流事業の
協力交流研修員を受け入れています。
本年度の協力交流研修員として、登別市の
一般行政や観光行政などを学ぶため、中華人
民共和国の天津市から⚕月⚒⚓日に来日し、⚖
月⚒⚕日から登別市での研修を始めた張さんに
登別市の印象などをお聞きしました。

さまざまなことを学
び、帰国後の仕事に
役立てたい

⚑⚙⚘⚕年、天津市生まれ。⚒⚕歳。
北京大学日本語言文学科卒業。現在、天津市人民政府
外事弁公室に勤める。国際日本語能力試験⚑級を取得
し日本語が堪能。両親と⚓人で天津市に居住。

登
別
は
生
活
し
や
す
い

き
れ
い
な
ま
ち

市
民
の
皆
さ
ん
と
友
好
の

輪
を
広
げ
た
い

き ら り

▲天津市の街並み ▲国際理解講座で天津市を
紹介する張さん（右）
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